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一
　
は
じ
め
に

令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。

は
じ
め
に
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
北
陸

電
力
株
式
会
社
志
賀
原
子
力
発
電
所
（
以

下
「
志
賀
原
子
力
発
電
所
」）
の
概
況
と

社
会
の
反
応
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
い

と
思
う
。

二
〇
二
四
年
一
月
一
日
一
六
時
一
〇
分

に
石
川
県
能
登
地
方
で
地
震
が
発
生
し
、

志
賀
原
子
力
発
電
所
が
あ
る
志
賀
町
で
震

度
７
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
１
号
機
原
子

炉
建
屋
の
地
下
二
階
で
震
度
５
強
が
観
測

さ
れ
、
志
賀
町
沿
岸
を
含
む
津
波
予
報
区

で
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
。
地
震
や

津
波
に
よ
る
原
子
力
施
設
へ
の
影
響
を
考

慮
し
「
警
戒
事
態
」
に
至
っ
た
こ
と
か
ら
、

政
府
は
同
日
一
六
時
一
九
分
に
原
子
力
規

制
委
員
会
・
内
閣
府
原
子
力
事
故
合
同
警

戒
本
部
を
設
置
し
た
。

志
賀
原
子
力
発
電
所
１
、
２
号
機
は
停

止
中
で
あ
り
、
使
用
済
燃
料
を
冷
や
す

プ
ー
ル
の
水
が
床
に
こ
ぼ
れ
、
一
部
の
変

圧
器
故
障
に
よ
る
油
漏
れ
等
が
発
生
し
た

も
の
の
、
同
本
部
は
使
用
済
燃
料
の
冷
却

や
電
源
、
放
射
性
物
質
の
漏
洩
な
ど
発
電

所
の
安
全
確
保
に
影
響
の
あ
る
問
題
が
生

じ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
で
は
、
志
賀
原

子
力
発
電
所
や
ほ
か
の
原
子
力
発
電
所
に

対
す
る
不
安
の
声
が
届
き
、
電
気
事
業
連

合
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
に
て
、
志
賀

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
関
す
る
社
会

の
疑
問
・
不
安
に
答
え
る
形
で
情
報
提
供

が
行
わ
れ
た
。
他
方
で
、
一
般
の
方
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
や
拡
散
し
た
志
賀
原
子
力

発
電
所
に
関
す
る
情
報
の
中
に
は
情
報
が

不
足
し
た
り
、
誤
っ
た
り
す
る
も
の
も
見

受
け
ら
れ
た
。

本
稿
で
は
、
能
登
半
島
地
震
後
の
原
子

力
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
社
会
認
識
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
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エム・アール・アイ  リサーチアソシエイツ株式会社

リスクについての社会認識
志賀原子力発電所と能登半島地震

を
用
い
て
社
会
の
認
識
を
探
り
、
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

二
　
リ
ス
ク
項
目
の
認
知
度

能
登
半
島
地
震
の
翌
月
の
二
月
に
内
閣

府
委
託
事
業
「
令
和
五
年
度
原
子
力
・
放

射
線
を
含
む
様
々
な
リ
ス
ク
源
に
関
す
る

リ
ス
ク
認
識
に
つ
い
て
の
調
査
」１
（
以
下
、

「
内
閣
府
委
託
事
業
」）
で
、
原
子
力
・
放

射
線
の
み
な
ら
ず
様
々
な
リ
ス
ク（
農
薬
、

自
動
車
、
ワ
ク
チ
ン
な
ど
も
含
め
た
主
に

技
術
の
利
用
に
伴
う
も
の
）
二
一
項
目
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
た
の

で
、
そ
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

調
査
対
象
は
一
般
の
方
で
、
日
本
全
体

左
：
岡
崎
氏
　
右
：
中
島
氏

図―１　各リスク項目の認知度
出典：内閣府委託事業「令和 5 年度原子力・放射線を含む様々なリ

スク源に関するリスク認識についての調査」より一部改変
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他の人に説明できる
他の人への説明は難しいが、
内容を理解している 内容を聞いたことがある

用語や名称を聞いたことがある
知らない

Q1.あなたは、以下のリスクについてどの程度知っていますか。それぞれについて、あなたに
もっとも当てはまるものをお選びください。

注：株式会社エネルギーレビューセンター様の許可を得て掲載しております。無断での転載はご遠慮ください。
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調査票上の表記 本稿での表記 

東京電力福島第一原子力発電所の建屋内にある放射性物質を含む水を、
複数の浄化設備でトリチウム以外の放射性物質を国の規制基準値以下ま
で取り除いた処理水（ALPS処理水） 

ALPS処理水 

原子力施設の運転や廃止措置に伴って発生する放射性廃棄物のうち、国
が定めた基準値以下の放射能濃度である金属やコンクリートを活用した
リサイクル品（クリアランス物）

クリアランス物

化学物質（塗料、ホルムアルデヒド等） 化学物質 

医療におけるレントゲン（X線）検査 レントゲン（X線）検査 

コロナ以外のワクチン（インフルエンザ、BCGなど） コロナ以外のワクチン

食品添加物（保存料、着色料など） 食品添加物 

放射線照射食品（農作物の発芽抑制や食品の殺菌/減菌などの目的のため
に放射線を照射された食品） 

放射線照射食品 

大気汚染物質（自動車の排気ガス、光化学スモッグ） 大気汚染物質 

スマートフォンなど身に着ける電子機器からの電磁波 電子機器からの電磁波 

の
縮
図
に
近
づ
く
よ
う
地
域
、
性

別
、
年
齢
の
人
口
構
成
比
に
あ
わ

せ
て
六
〇
〇
〇
サ
ン
プ
ル
集
計
さ

れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
パ

ネ
ル
は
、
エ
ム
・
ア
ー
ル
・
ア
イ

リ
サ
ー
チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ

（株）
と

（株）

三
菱
総
合
研
究
所
が
運
用
し
て
い

る
ア
ン
ケ
ー
ト
定
点
調
査
パ
ネ
ル

「
生
活
者
市
場
予
測
シ
ス
テ
ム

（
ｍ
ｉ
ｆ
）」
が
用
い
ら
れ
た
。

リ
ス
ク
項
目
の
認
知
度
（
内
容

理
解
度
）
を
聞
い
た
結
果
が
前
頁

の
図
―
１
で
あ
る
。「
内
容
理
解
」

の
値
は
「
他
の
人
に
説
明
で
き
る
」、

「
他
の
人
へ
の
説
明
は
難
し
い
が
、

内
容
を
理
解
し
て
い
る
」
と
回
答

し
た
割
合
と
な
る
。
原
子
力
・
放

射
線
関
係
の
リ
ス
ク
項
目
の
う
ち

「
リ
ス
ク
＝
危
害
の
度
合
い
×
危
害
の
発

生
確
率
」
と
い
え
る
。

読
者
の
み
な
さ
ま
も
日
々
の
生
活
に
お

い
て
、
ご
自
身
の
経
験
や
知
見
に
基
づ
き
、

リ
ス
ク
が
小
さ
い
か
、
ま
た
は
リ
ス
ク
を

上
回
る
価
値
が
あ
る
か
判
断
さ
れ
て
い
る

も
の
と
想
像
す
る
。

ス
協
会
で
は
、「
リ
ス
ク
と
は
、
我
々
が

価
値
を
見
出
す
も
の
に
つ
い
て
、
事
象
や

活
動
の
不
確
か
な
影
響
で
あ
る
」
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
リ
ス
ク
を

と
ら
な
い
と
価
値
を
失
う
が
不
利
益
を
被

ら
ず
に
済
み
、
リ
ス
ク
を
と
れ
ば
不
利
益

を
被
る
可
能
性
も
あ
る
が
価
値
を
享
受
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
機
械
の
安
全
性
に
関
す
る
国
際

規
格
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ

ガ
イ
ド
51
で
は
、「
リ
ス
ク
と
は
、
危
害

の
発
生
確
率
及
び
そ
の
危
害
の
度
合
い
の

組
合
せ
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
、

本
稿
で
紹
介
し
た
内
閣
府
委
託
事
業
に

お
い
て
、
各
リ
ス
ク
項
目
に
つ
い
て
自
分

自
身
の
生
活
に
対
し
受
け
入
れ
ら
れ
る
か

否
か
を
聞
い
た
結
果
が
図
―
２
で
あ
る
。

リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
定
義
せ
ず
、
回
答
者

の
定
義
に
委
ね
る
形
と
し
て
い
る
。
認
知

度
で
「
知
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
方
も
言

葉
の
イ
メ
ー
ジ
で
回
答
し
て
い
る
。
現
在

の
状
況
で
は
な
く
、
ご
自
身
の
生
活
に
利

用
す
る
こ
と
、
も
し
く
は
、
身
近
に
利
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
の
意
見
を
伺

う
こ
と
を
目
的
と
し
、
一
九
個
の
リ
ス
ク

項
目
の
調
査
票
の
表
記
は
次
頁
表
―
２
の

と
お
り
で
、「
自
動
車
・
自
転
車
の
運
転
」

は
調
査
票
の
表
記
の
ま
ま
で
、「
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
」
の
調
査
票
の
記
載
は
表
―
１

の
と
お
り
で
あ
る
。

図
―
２
の
「
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
の

値
は
「
ま
っ
た
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」、

「
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
回
答
し

た
割
合
で
あ
る
。
原
子
力
・
放
射
線
に
関

す
る
リ
ス
ク
項
目
で
は
、「
放
射
性
廃
棄

物
」、「
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
物
」、「
放
射
線
照

射
食
品
」
の
順
番
で
「
受
け
入
れ
ら
れ
な

表―１　各リスク項目の認知度に関する調査票上の
表記と本稿での表記

特
に
医
療
系
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
（
Ｘ
線
）
検
査

及
び
放
射
線
治
療
以
外
の
認
知
度
が
低
く
、

内
容
を
理
解
し
て
い
る
割
合
は
四
割
未
満

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
原
子
力
・
放
射
線

関
係
の
リ
ス
ク
項
目
が
、
他
の
リ
ス
ク
項

目
と
比
べ
て
身
近
で
は
な
い
こ
と
が
要
因

の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
九
個
の
リ

ス
ク
項
目
の
調
査
票
の
表
記
は
表
―
１
と

な
っ
て
い
る
。

三
　
リ
ス
ク
項
目
の
受
容
度

こ
こ
で
は
一
般
的
な
リ
ス
ク
の
定
義
に

つ
い
て
述
べ
る
。
国
際
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン

図―２　各リスク項目を「受け入れられない」と
回答した割合

出典：内閣府委託事業「令和５年度原子力・放射線を含む
様々なリスク源に関するリスク認識についての調査」
より一部改変

出典：内閣府委託事業「令和 5 年度原子力・放射線を含む様々な　
リスク源に関するリスク認識についての調査」より一部改変
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放射線治療

コロナ以外のワクチン

電子機器からの電磁波

医薬品（抗生物質）

レントゲン（X線）検査

自動車・自転車の運転

コーヒー・紅茶・緑茶

まったく受け入れ
られない
受け入れられない どちらかといえば受け入れられない

どちらかといえば受け入れられる
受け入れられる とても受け入れられる

Q5.あなたご自身の生活に、以下の事柄をどの程度受け入れられますか。それぞれに
ついて、あなたのお気持ちにもっとも近いものをお選びください。

受け入
れられ
ない計
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調査票上の表記 本稿での表記 

産業廃棄物の処分場が近くにあること 産業廃棄物 

放射性廃棄物の処分場が近くにあること 放射性廃棄物 

原子力施設の運転や廃止措置に伴って発生する放射性廃棄物のうち、国が
定めた基準値以下の放射能濃度である金属やコンクリートを活用したリサ
イクル品（クリアランス物）が身近で利用されていること 

クリアランス物 

化学物質（塗料、ホルムアルデヒド等）が身近で利用されていること 化学物質 

ラドン温泉・ラジウム温泉の利用 ラドン温泉・ラジウム温泉 

放射線治療の利用 放射線治療 

医療におけるレントゲン（X線）検査の利用 レントゲン（X線）検査 

コロナワクチンの接種 コロナワクチン 

コロナ以外のワクチン（インフルエンザ、BCGなど）の接種 コロナ以外のワクチン 

医薬品（抗生物質）の摂取 医薬品（抗生物質） 

農薬を利用して育てた作物の摂取（無農薬ではない作物の摂取） 農薬

タバコ（煙草）を吸うこと タバコ（煙草） 

飲酒（お酒（アルコール）の飲用） 飲酒（お酒（アルコール））

コーヒー・紅茶・緑茶の飲用 コーヒー・紅茶・緑茶 

遺伝子組み換え食品の摂取 遺伝子組み換え食品 

食品添加物（保存料、着色料など）が入った食品の摂取 食品添加物 

放射線照射食品（農作物の発芽抑制や食品の殺菌/減菌などの目的のために
放射線を照射された食品）の摂取 

放射線照射食品 

大気汚染物質（自動車の排気ガス、光化学スモッグ）で空気が汚れること 大気汚染物質 

スマートフォンなど電磁波が出る電子機器を身に着けること 電子機器からの電磁波 

の
医
療
に
関
す
る
項
目
と
同
様
に
「
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
が
リ
ス
ク
を
上
回
る
」
の
回
答

割
合
が
高
く
な
っ
た
。
な
お
、「
お
酒
」
や

「
タ
バ
コ
」、「
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
・
緑
茶
」、

「
自
動
車
・
自
転
車
の
運
転
」
な
ど
に
つ
い

て
は
「
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
」
を

理
由
と
す
る
回
答
割
合
が
高
く
な
っ
た
。

次
に
原
子
力
・
放
射
線
に
関
す
る
意
識

を
聞
い
た
結
果
が
図
―
３
で
あ
る
。「
そ
う

い
」
と
し
た
割
合
が
高
く
、
い
ず
れ
も
五

割
を
超
え
て
い
る
。
一
方
で
、
二
〇
二
三

年
八
月
に
放
出
が
開
始
さ
れ
た
「
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
」
に
つ
い
て
は
五
割
以
上
が
受

け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、「
ラ
ド
ン
温
泉
・
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉
」、

「
放
射
線
治
療
」、
及
び
「
レ
ン
ト
ゲ
ン

（
Ｘ
線
）
検
査
」
に
つ
い
て
も
受
け
入
れ

ら
れ
る
割
合
の
方
が
高
く
な
っ
た
。

思
う
」
の
値
は
「
と
て
も
そ
う
思
う
」、「
そ

う
思
う
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

う
」
と
回
答
し
た
割
合
と
な
る
。
半
分
以

上
の
方
が
「
原
子
力
発
電
の
稼
働
が
必
要
」、

「
原
子
力
発
電
が
な
い
と
電
気
料
金
が
あ

が
る
」、「
地
震
国
で
あ
る
日
本
で
は
原
子

力
発
電
所
は
危
険
」、「
放
射
線
は
上
手
く

利
用
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
考
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
原
子
力
発
電
所
に
つ

い
て
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
の
教
訓
か
ら
規
制
基
準
が
厳
し

く
な
り
、
リ
ス
ク
が
規
制
基
準
以
下
に
低

減
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
結
果
よ
り
、

社
会
の
認
識
で
は
、
原
子
力
発
電
は
必
要

と
思
う
も
の
の
地
震
等
の
多
い
日
本
で
は

危
険
で
あ
る
と
い
う
、
原
子
力
発
電
の
価

値
と
そ
の
リ
ス
ク
の
関
係
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
悩
ま
し
い
部
分
が
あ
る
こ
と
が
示

唆
さ
れ
る
。

今
回
紹
介
し
た
調
査
は
能
登
半
島
地
震

の
直
後
に
実
施
し
た
た
め
、
災
害
リ
ス
ク

表―２　受容度に関する調査票上の表記と本稿での表記

図―３　原子力・放射線に関する意識
出典：内閣府委託事業「令和 5 年度原子力・放射線を含む様々な　

リスク源に関するリスク認識についての調査」より一部改変

出典：内閣府委託事業「令和 5 年度原子力・放射線を含む様々な　
リスク源に関するリスク認識についての調査」より一部改変

各
リ
ス
ク
項

目
を
「
受
け
入

れ
ら
れ
る
理

由
」
も
聞
い
て

お
り
、
主
な
理

由
は
「
少
な
け

れ
ば
危
険
性
が

な
い
」
で
、
項

目
別
に
み
る
と

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
」
や
「
ク

リ
ア
ラ
ン
ス

物
」、「
放
射
性

廃
棄
物
」
な
ど

に
つ
い
て
は

「
基
準
値
を
適

正
に
管
理
し
て

い
る
」、「
放
射

線
治
療
」
は
他

そう思う
計

原子力発電の稼働は日本にとって必要である

原子力発電がなくても、日本は経済的に発展できる

原子力発電がなくても、普段の生活に困らない

原子力発電がないと、電気料金があがる

原子力発電の安全を確保することは可能である

原子力発電がなくても日本で必要な電力は確保できる

わが国のような地震国に原子力発電所は危険である

自分のまわりの土壌や食品・水の放射能汚染が
心配である

食品を選ぶときは、放射能について気をつけている

原子力発電所の再稼働について、多くの国民の理解は
得られている

放射線利用は我々の生活の質を向上させる面があり、
うまく付き合っていくことが大切である

処理水を海洋放出することについて、多くの国民の
理解は得られている

処理水の海洋放出は、近隣諸国の理解が得られるまで
行うべきではない

処理水の海洋放出により、周辺地域の農林水産物の
購入をためらう

政府や東京電力は、処理水の海洋放出による風評を
起こさないために対策を十分行ったと思う

処理水の海洋放出の安全性について、政府から国民へ
科学的な根拠が示されている

とてもそう思う
そう思う

どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない

まったくそう思わない

この内容についてよく分か
らないので判断できない

Q9.以下についてあなたはどのような意見を持っていますか。それぞれについて、あなたのお考えにもっとも近いもの
をお選びください。

原
子
力
発
電
の
必
要
性
は
認
め
る
が
危
険
性
へ
の
懸
念
も
多
数
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一般向けのわかりやすい
解説、教材など

根拠を一般向けに解説し
たもの、政策情報など

国際機関等によりまとめ
られた報告書、解説書、

研究資料など

研究成果、研究報告
など

情報の
階層

一般向け情報一般向け情報

境界情報
（仮）

専門家
向け情報

根拠

コミュニケーション基盤となる根拠に基づく情報体系・優れた検索システム
（根拠情報の作成・提供）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
・
業
界
団
体
・
行
政
な
ど

メ
デ
ィ
ア

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
・
業
界
団
体
・
行
政
な
ど

国

　民

メ
デ
ィ
ア

専
門
家
・
学
術
団
体

理
解
の
変
化

入手

入手

フィード
バック

対話 対話

広報・対話

フィード
バック

フィード
バック

フィード
バック

入手

フィード
バック

入手

フィードバック

入手

入手

フィード
バック

広報・ 広報・広報・
対話

広報・
対話

対話
広報・広報・
対話

広報・対話広報・対話

広報・対話

フィード
バック

フィード
バック

フィード
バック

入手

フィード
バック

入手

フィードバック

に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
の
影
響

を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
点
に
つ
い

て
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。（
一
財
）日
本
原

子
力
文
化
財
団
や

（株）
原
子
力
安
全
シ
ス
テ

ム
研
究
所
で
は
毎
年
、
原
子
力
に
関
す
る

世
論
調
査
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
必
要
に

応
じ
て
そ
の
よ
う
な
調
査
の
過
年
度
の
結

果
等
も
参
照
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

四
　
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

冒
頭
述
べ
た
と
お
り
、
能
登
半
島
地
震

で
は
、
志
賀
原
子
力
発
電
所
や
ほ
か
の
原

子
力
発
電
所
に
対
す
る
不
安
の
声
が
届

き
、
一
般
の
方
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
し
た

志
賀
原
子
力
発
電
所
の
情
報
の
中
に
は
不

足
や
誤
っ
て
い
る
も
の
な
ど
も
見
受
け
ら

れ
た
。
ま
た
、
内
閣
府
委
託
事
業
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
原
子
力
発
電
所

の
価
値
と
リ
ス
ク
の
関
係
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
悩
ま
し
い
部
分
が
あ
る
こ
と
も
示

唆
さ
れ
た
。

原
子
力
発
電
の
リ
ス
ク
対
策
の
一
環
と

し
て
、
前
記
の
よ
う
な
国
民
の
不
安
、
情

報
の
不
足
、
誤
認
識
及
び
悩
み
に
対
応
す

る
に
は
、
国
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
応

じ
て
、
広
報
や
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
通
じ
た
分
か
り
や
す
い
説

明
を
は
じ
め
、
よ
り
専
門
的
な
科
学
的
根

拠
情
報
に
辿
れ
る
よ
う
な
情
報
体
系
を
整

備
す
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。

原
子
力
委
員
会
「
原
子
力
利
用
の
基
本

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
原
子

力
委
員
会
「
理
解
の
深
化 

～
根

拠
に
基
づ
く
情
報
体
系
の
整
備

に
つ
い
て
～（
見
解
）」（
二
〇

一
六
）（
以
下
、「
理
解
の
深
化

（
見
解
）」）
で
は
、
図
―
４
の

左
側
が
対
応
す
る
。

「
理
解
の
深
化
（
見
解
）」
で

は
、
根
拠
に
基
づ
く
情
報
体
系

の
整
備
の
対
象
と
し
て
、
国
民

の
関
心
が
大
き
く
原
子
力
政
策

の
観
点
で
も
重
要
な
、
安
定
供

給
・
経
済
性
・
環
境
適
合
や
、
安

全
性
、
放
射
性
廃
棄
物
、
放
射

線
被
ば
く
リ
ス
ク
の
四
つ
を
あ

げ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
基
本
方
針
の
安
定
供
給
・
経

済
性
・
環
境
適
合
や
安
全
性
に

つ
い
て
は
、
電
気
事
業
連
合
会

が
中
心
と
な
り
原
子
力
関
係
機

関
で
情
報
体
系
を
整
備
す
る
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

放
射
線
被
ば
く
リ
ス
ク
に
関

す
る
根
拠
に
基
づ
く
情
報
に
つ

い
て
は
、
例
え
ば
、
環
境
省
が
「
原
子
力

被
災
者
等
の
健
康
不
安
対
策
に
関
す
る
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」（
平
成
二
四
年
原
子
力

被
災
者
等
の
健
康
不
安
対
策
調
整
会
議
決

定
）
に
基
づ
き
、「
放
射
線
に
よ
る
健
康

影
響
等
に
関
す
る
統
一
的
な
基
礎
資
料
」

を
作
成
、「
放
射
線
に
よ
る
健
康
影
響
等
に
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的
な
考
え
方
」（
二
〇
二
三
）
で
は
、「
原

子
力
関
係
者
に
限
ら
ず
国
民
一
人
一
人
が
、

科
学
的
に
正
確
な
情
報
や
客
観
的
な
事
実

（
根
拠
）
に
基
づ
い
て
で
き
る
限
り
理
解

を
深
め
、「
じ
ぶ
ん
ご
と
」
と
し
て
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
形
成
し
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
環
境
の
整
備
が
重
要
」
と
述
べ

関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
、

放
射
線
の
健
康
影
響
に
関
す
る
知
見
や
関

係
府
省
庁
等
が
発
信
す
る
情
報
等
を
取
り

ま
と
め
た
。
こ
れ
は
福
島
県
や
福
島
近
隣

県
等
に
お
い
て
住
民
か
ら
健
康
相
談
を
受

け
る
保
健
医
療
福
祉
関
係
者
や
教
育
関
係

者
等
を
対
象
と
し
た
、
住
民
の
健
康
不
安

や
悩
み
相
談
等
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育

成
研
修
等
で
活
用
す
る
と
と
も
に
、
放
射

線
に
関
す
る
住
民
等
が
必
要
と
す
る
情
報

を
一
元
的
に
速
や
か
に
提
供
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

（株）
三
菱
総
合
研
究
所
「
震
災
・
復

興
に
つ
い
て
の
東
京
都
民
と
福
島
県
民
の

意
識
の
比
較　

第
六
回
調
査
結
果
の
報
告

（
二
〇
二
三
年
実
施
）」
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
誤
情
報
問
題
へ
の
対
策
の
重

要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
２
。

三
菱
総
研
グ
ル
ー
プ
は
原
子
力
を
含
め

た
科
学
・
技
術
の
リ
ス
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
課
題
に
取
り
組
み
、

図―４　理解の深化に求められる構造
出典：原子力委員会「理解の深化 ～根拠に基づく情報体系の整備について～（見解）」（2016）

　　　　　より一部改変

知
見
を
蓄
積
し

て
い
る
こ
と
か

ら
、
根
拠
に
基

づ
く
情
報
体
系

の
整
備
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
誤
情
報
の
問

題
に
つ
い
て
も

今
後
取
り
組
ん

で
い
く
。


